
か
ん
き
ょ
う
通
信

か
ん
き
ょ
う
通
信環境

政
策
課

環
境
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
よ
う

町
・
町
民
・
事
業
者
の
連
携
と
協
働
の
取
り
組
み

厚
岸
町
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
る
基
本
計
画

　10かんきょう通信

　

厚
岸
町
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
る
基
本

計
画
で
は
、
50
年
後
の
め
ざ
す
環
境
の
姿
『
持

続
可
能
な
産
業
と
生
活
の
た
め
に
』
の
実
現

に
向
け
、『
産
業
と
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
』

『
環
境
を
保
全
す
る
ま
ち
づ
く
り
』『
良
好
な

自
然
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
』『
快
適
で
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
』『
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
利
用
す
る
ま
ち
づ
く
り
』『
環
境
教
育
・

環
境
学
習
を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
』
の
6

項
目
の
施
策
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
関
連
施

策
の
柱
と
し
て
16
項
目
を
、
さ
ら
に
1
0
2

の
事
項
に
細
分
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
1
0
2
項
目
つ
い
て
は
、
『
町
、

町
民
、
事
業
者
の
行
動
指
針
』
と
し
て
、
町

の
役
割
、
町
民
の
役
割
、
事
業
者
の
役
割
を

明
記
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
1
0
2
項
目
の
ほ
か
に
13

項
目
を『
環
境
定
量
目
標
』と
し
て
設
定
し
、

平
成
28
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
目
標
値
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
計
画
の
『
平
成
19
年
度
結

果
報
告
及
び
平
成
20
年
度
中
間
評
価
』
の
進

行
管
理
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
『
進
行
管
理
』
と
は
、
『
厚
岸
町
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
』
の
手
法
に
基
づ
き

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
行
い
、
施
策
の

効
果
や
実
効
性
を
点
検
評
価
し
、
翌
年
度
以

降
の
予
算
の
確
保
の
優
先
順
位
や
実
施
時
期

な
ど
の
調
整
を
図
る
こ
と
）

　

1
0
2
項
目
の
『
町
、
町
民
、
事
業
者
の

行
動
指
針
』
の
う
ち
、
平
成
19
年
度
の
結
果

は
『
達
成
』
が
63
項
目
、
『
達
成
に
向
け
進
行

中
』が
38
項
目
、『
当
期
該
当
な
し
』が
1
事
業

で
し
た
。
現
在
進
行
中
の
平
成
20
年
度
中
間

評
価
で
は
、『
達
成
』が
20
項
目
、『
運
用
中
』が

82
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
1
0
2
項
目
の
ほ
か
に
『
環
境
定

量
目
標
』
と
し
て
設
定
し
た
13
項
目
の
平
成

19
年
度
に
お
け
る
達
成
率
の
結
果
は
表
の
と

お
り
で
す
。

　

今
後
も
、
庁
内
組
織
で
あ
る
『
環
境
政
策

調
整
会
議
』と
町
民
組
織
の『
町
民
検
討
会
議
』

で
点
検
・
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
計
画
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

●
環
境
基
本
計
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
／

環
境
衛
生
係\
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廃
食
用
油
は
固
め
ず
に

資
源
ご
み
に
出
し
ま
し
ょ
う

　

資
源
と
な
る
ご
み
を
収
集
す
る
際
、
廃
食

用
油
に
凝
固
剤
を
入
れ
て
か
ら
ボ
ト
ル
に
入

れ
て
出
し
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

廃
食
用
油
に
は
何
も
入
れ
ず
、
天
か
す
な
ど

を
取
り
除
い
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

廃
食
用
油
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
燃
料
（
Ｂ

Ｄ
Ｆ
）
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
お
り
、
町

の
ご
み
収
集
車
一
台
も
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
燃
料
と
し

て
走
っ
て
い
ま
す
。
月
平
均
約
5
0
0
㍑
収

集
し
た
廃
食
用
油
は
売
却
し
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
約
4

0
0
㍑
を
収
集
車
一
台
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

廃
食
用
油
は
凝
固
剤
で
固
め
ず
、
資
源
と
な

る
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
／
廃
棄
物
対
策
係\

内
線
252

・
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恒久的家畜ふん尿処理施設の
整備率

達成率(H19)目標値

30%

10.8%削減

100%

90%

12%削減

30%

毎年取得

毎年造成

毎年造成

80%

90%

76%

100%

■環境定量目標の達成率
（平成28年度までの具体的な目標値を定めた13項目）

下水道水洗化率

下水道普及率

生活排水施設総合普及率

水源かん養林の計画的な取得

河畔林造成の推進

無立木地の解消の促進

一般廃棄物のリサイクル率

環境対策型漁船エンジンの
使用

生ごみ堆肥化率

一般廃棄物排出量

二酸化炭素排出量※

低公害車導入率 7.4%

14.4%削減

35.8%

13.6%

9.5%削減

10.5%

取得

造成

造成

71.5%

66.2%

62.9%

95.7%

項　　目

●目標値～目標年度である平成28年度の目標値

●達成率～目標値に対しての平成19年度における達成率

※町の公共施設における二酸化炭素排出量

　13項目のうち、二酸化炭素

排出量の削減について、目標

を達成しました。

　残り12項目についても、目

標達成に向け、今後も取り組

みを行っていきます。

計画前(H18)

7.3%

－

33.0%

12.7%

0.7%削減

9.9%

69.8%

58.1%

60.0%

89.3%

取得

造成

造成

［次へ］［前へ］

11月の状況

前年同月比(％)前月比(％)

粗　 大 　ご　 み

資 源 と な る ご み

燃 や せ な い ご み

燃 や せ る ご み

ごみの種類 ごみ量(kg)

有  害  な  ご  み

  55.2     △17.955,810

△46.0

    △54.0

    △42.5

       △15.1

615

17,600

25,765

254,215

　※先月と比べ資源となるごみの量が12,160kg減りました。

●11月の資源となるごみとして収集したごみの割合13.97％

●11月のごみ収集・持込量  354,005kg

   △12.9

    －

計 354,005     △15.0

△16.9

       △11.7

      △15.2


